
法華経寺

　ＪＲ下総中山駅から北上すると、京成の京成中山駅の手前にはこんな看板があった



　　京成の京成中山駅を過ぎると、法華経寺の黒門（江戸時代中期）が見えてくる



　　　　　高麗門という形式で、矩形の2本の本柱が背後の円柱の控柱に腰貫を通して支えられている







　　　　　更に進むと仁王門がある





　　　　　　仁王門（赤門ともいう）















「正中山」の扁額



　　なかなか各矩形のバランスが良い





　　　　軒の出も大きい



仁王像





彫刻柄持ち送りの付いた大輪





　　　平行垂木であるが、禅宗様のアイテムが詰まっている



　境内へ向かう



　　　　　振り返って仁王門を見る





五重塔が見えてくる





　　　　江戸時代の絵図にも黒門、仁王門、五重塔そして祖師堂などが描かれている

　　　　　この絵では祖師堂（中央）の屋根は「比翼入母屋屋根」ではなく「三層錣葺き屋根」になっている



改修前の祖師堂 　　現在の祖師堂

大本山　法華経寺　重要文化財　祖師堂

以前は三層錣屋根入母屋形式であったが、現在は建造時の
形状とされる比翼入母屋造に復元されている（柿葺き）
比翼入母屋造は吉備津神社本殿（国宝）と同じです。

インターネットより





　五重塔/江戸時代初期/重要文化財









　　同時代の池上本門寺や上野寛永寺の五重塔と比較すると軒の出が少ないという











　　　最上重のみ扇垂木となっている



その他は平行垂木



　　　　　桟唐戸と連子窓/初層のみ高欄が廻っていない











参考ホームページ

http://www.hokekyoji.com/index-new2.htm

http://www.hokekyoji.com/index-new2.htm
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